
43か所
（2019年4月現在）「平成30年版小田原市ミニ統計」

3,311人 通院・入院

中学卒業まで
（2019年4月現在）

▶医療費助成▶保育所の数▶入所児童数

25か所
（公立25か所）

▶小学校の数

12か所
（公立11か所 私立1か所）

▶中学校の数

（公立6か所 私立10か所）
16か所
▶幼稚園の数

（2019年4月現在） （2019年4月現在） （2019年4月現在）

子育て

小田原
暮らしの
勧め

地域の人との温かいつながりの中、
のびのび、安心な子育てライフ。

教育

小田原
暮らしの
勧め

豊かな自然と食の恵みをたくさん受けて、
心も身体も健やかに成長。

安心して子育てできる環境づくりの一環として、
小規模保育事業や分園の開設など、低年齢児
を中心に保育の受け皿確保を進めています。

待機児童解消に向けて
保育の受け皿を拡大

妊娠期から子育て期を切れ目なくサポートする
ための拠点として開設されました。母子保健相
談支援専門員（助産師）、保健師が、妊娠・出
産・子育てに関する相談を受けています。

子育て世代包括支援センター
はっぴぃ

地域ぐるみで支えあう子育ての実現に向けた活
動の一つです。子どもの送迎や一時預かりをお
願いしたい方（依頼会員）と、子どもを預かって
くれる方（支援会員）を橋渡ししています。

支えあう心、
ファミリー・サポート・センター

地域で安心して楽しく子育てをするためのサ
ポートをしています。育児相談、育児情報や親
子で交流する場の提供、講座・イベントの開催
を行っています。

子育ち親育ちを応援、
子育て支援センター

それぞれの家庭のライフスタイルに適した保育
サービスのアドバイスなどを行います。保育園
などの入所に関する相談のほか、保育サービス
に係る様々な情報をお伝えします。

保育コンシェルジュが
サポート

少人数ならではのきめ細かな指導のもと、「確か
な学力」と「豊かな心」を育んでいます。農作業
体験や金管バンド、充実した英語学習や地域交
流など、特徴的なプログラムを展開しています。

片浦小学校、
小規模特認校の取り組み

身近な地域とのつながりの中で、子どもたちを
心身ともに健やかに育むことを目的としていま
す。地域の方々の協力を得て、学習支援や体験
活動を行っています。

安全安心な子どもの居場所、
放課後子ども教室

子どもたちの健やかな成長を支える学校給食。
地場産物が豊富なメニューを提供しており、地
域の農林水産物や郷土食を学ぶ食育の機会に
もなっています。

地産地消、
小田原の学校給食

地域の伝統・文化や歴史を生かした郷土学習
を行っています。「尊徳学習」では郷土の偉人、
二宮尊徳について学び、「捨苗栽培地跡」で田
植え活動なども体験している学校もあります。

オリジナルの郷土学習、
二宮尊徳学習

学校や世代を超えた交流による自然体験や社会
体験、生活体験など、日ごろ体験できないことを
経験する機会を提供し、自立心や創造性など豊
かな人間性を育むことを目的としています。

仲間とともに成長、
あれこれ体験in片浦

小
田
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暮
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